日連第２０～７６７号

平成２１年３月３日

都 道 府 県 協 会 御 中

(社)日本エルピーガス連合会

業務用厨房施設における自然排気式(ＣＦ式)ボイラー使用時における
一酸化炭素中毒事故の防止について(協力要請)

　昨年８月５日付け日連第２０～３３２号において、経産省からの協力要請を受け近年業務用厨房施設で相次いでいるＣＯ中毒事故の防止に関する注意喚起をお願いしたところです。
こうした中、本年１月２６日に鹿児島県の学校において、ガス消費機器を使用中に１８名が病院に搬送されるＣＯ中毒事故が発生したことから、この度、経産省原子力安全･保安院長より、別添のとおり類似事故を防止するための要請がありました。
つきましては、貴協会会員を通じて、下記の注意喚起を実施していただきますようよろしくお願いいたします。
なお、参考資料として、上述の鹿児島県の学校での現地測定結果及び文部科学省への注意喚起要請等を併せて添付しております。
記

１．業務用厨房機器の所有者に対して、従来の一般的な換気の必要性に関する注意喚起に加え、今回の事例をまとめた別添チラシを活用した自然排気式(CF式)のボイラー使用に関する注意喚起を早急に実施すること。
２．経産省から文科省の学校関係部署へも注意喚起の要請を行っている。このことからも、学校等からガス消費機器の設置状況等について照会があった場合には、設備の設置状況等について確認し、改善が必要な場合には技術的な助言を行うこと。
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